
問

国
や
県
、
市
町
村
で

は
普
通
、
予
算
編
成
に
お

け
る
概
算
要
求
基
準
、
い

わ
ゆ
る
シ
ー
リ
ン
グ
を
設

定
し
、
予
算
要
求
の
上
限

を
設
定
し
て
い
る
。

鶴
岡
市
は
合
併
後
、
マ

イ
ナ
ス
・
シ
ー
リ
ン
グ
を

設
定
し
て
い
る
と
思
う

が
、こ
れ
ま
で
の
経
過
と
、

シ
ー
リ
ン
グ
設
定
の
意

義
、
役
割
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

総
務
部
長

過
去
十
年
間

の
状
況
は
、
消
費
税
の
引

き
上
げ
を
考
慮
し
、
ゼ
ロ

・
シ
ー
リ
ン
グ
と
し
た
平

成

年
度
予
算
要
求
を
除

26
き
、
１
・
５
～
５
％
の
範

囲
で
マ
イ
ナ
ス
・
シ
ー
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
き
た
。

年
度
予
算
要
求
で
は

29
３
％
の
マ
イ
ナ
ス
・
シ
ー

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

る
。予

算
要
求
時
に
一
定
の

上
限
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
歳
出
の
無
制
限
な
増
大

を
抑
え
、
優
先
度
や
重
要

度
、
必
要
性
等
が
十
分
検

討
さ
れ
る
。

併
せ
て
生
み
出
さ
れ
る

財
源
を
、
新
た
な
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
振
り
向
け
る

等
、
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
促
す
。

適
切
な
予
算
要
求
に
対

す
る
職
員
の
意
識
付
け
や

政
策
形
成
能
力
の
向
上
に

も
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

問

昨
年
度
、
総
務
常
任

委
員
会
が
視
察
し
た
愛
知

県
豊
田
市
や
、

年
度
に

27

共
産
党
市
議
団
が
視
察
し

た
上
越
市
な
ど
は
地
域
自

治
区
制
度
を
取
り
入
れ
、

住
民
自
治
を
確
か
な
も
の

に
す
る
制
度
と
し
て
拡
が

り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会
が
５

月
に
視
察
し
た
岡
山
県
津

山
市
の
阿
波
地
区
は
、
合

あ

ば

併
か
ら

年
経
ち
衰
退
が

10

激
し
い
山
村
。
「
あ
ば
村

宣
言
」
を
発
し
、
自
治
会

や
町
内
会
な
ど
の
「
地
域

自
治
組
織
」
が
、
住
民
参

加
型
の
実
行
部
隊
で
あ
る

「
地
域
運
営
組
織
」
を
作

っ
て
活
動
す
る
、
地
方
創

生
の
理
論
と
実
践
を
統
一

し
た
理
想
的
な
姿
が
あ
っ

た
。本

市
で
は
、
地
域
分
権

政
策
の
構
成
要
素
と
な
る

住
民
自
治
組
織
や
総
合
交

付
金
制
度
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
策
、
地
域
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
活
性
化

事
業
が
取
り
組
ま
れ
、
制

度
と
し
て
の
地
域
分
権
に

も
う
１
歩
と
迫
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長

本
市
で
は
昨

年
３
月
に
策
定
し
た
「
鶴

岡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
計
画
」
に
お
い
て
、

住
民
主
体
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
、
市
民
、
地
域
と

行
政
が
連
携
協
力
し
て
進

め
て
い
く
と
し
た
。

広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
を
地
域
の
中
核
的
担
い

手
と
位
置
づ
け
、
町
内
会

等
の
単
位
自
治
組
織
を
補

完
す
る
役
割
も
求
め
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
活
性
化
は
重
要
課
題

で
あ
り
、
地
域
分
権
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問

内
実
と
し
て
は
地
域

分
権
は
相
当
進
ん
で
い

る
。鶴

岡
市
に
必
要
な
も
の

は
法
的
担
保
で
あ
る
条

例
、
規
則
で
、
地
域
分
権

政
策
を
高
ら
か
に
宣
言
し

て
実
施
す
べ
き
だ
。
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日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

16
本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
①
予
算
編
成
方
針
と
マ

イ
ナ
ス
・
シ
ー
リ
ン
グ
、
②
地
域
分
権
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。

シ
ー
リ
ン
グ
設
定
の
意
義
・
役
割
は

み
に
く
い
経
費
に
つ
い
て

も
対
象
外
と
し
て
い
る
。

個
々
の
事
業
内
容
を
判

断
し
査
定
し
な
が
ら
運
用

し
て
い
る
。

問

バ
イ
オ
な
ど
「
聖
域
」

と
さ
れ
る
予
算
や
政
策
的

予
算
を
確
保
す
る
た
め

に
、
他
の
経
費
を
マ
イ
ナ

ス
・
シ
ー
リ
ン
グ
に
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。

政
策
的
枠
は
上
か
ら
来

る
が
、
住
民
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
る
担
当
課
で

は
、
住
民
か
ら
の
切
実
な

要
望
を
す
ぐ
に
予
算
要
求

で
き
な
い
。
こ
れ
が
シ
ー

リ
ン
グ
の
問
題
だ
。

総
務
部
長

市
は
シ
ー
リ

ン
グ
を
通
じ
て
施
策
の
分

析
、
検
証
、
比
較
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
社

会
状
況
な
ど
の
変
化
に
即

応
し
た
適
切
な
事
業
の
新

設
、
拡
充
、
維
持
、
廃
止
、

縮
小
、
見
直
し
を
判
断
し

て
い
る
。

担
当
課
事
業
縮
小
、
補
助
金
削
減
…
弊
害
は

問

マ
イ
ナ
ス
・
シ
ー
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
担
当
課
の

事
業
の
縮
小
や
、
補
助
金

の
削
減
が
続
く
市
民
団
体

か
ら
の
苦
情
、
ま
た
施
設

の
修
繕
が
「
予
算
が
な
い
」

と
対
応
で
き
な
い
事
態
も

聞
こ
え
て
く
る
が
、
弊
害

は
な
い
か
。

総
務
部
長

個
々
の
事
業

全
て
に
つ
い
て
一
律
何
％

と
削
減
を
求
め
る
も
の
で

は
な
く
、
原
則
と
し
て
課

ご
と
に
全
体
の
中
で
求
め

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
全
体
事
業

の
見
直
し
の
中
で
廃
止
す

る
事
業
や
、
減
額
な
く
達

成
す
る
事
業
も
あ
る
。

施
設
の
修
繕
や
更
新

は
、
緊
急
性
や
必
要
性
な

ど
を
十
分
検
討
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
優
先
度
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
る
。

住
民
要
望
を
予
算
要
求
で
き
な
い
の
が
問
題

問

予
算
に
シ
ー
リ
ン
グ

を
設
定
す
れ
ば
予
算
総
額

は
抑
制
さ
れ
る
が
、
予
算

配
分
の
固
定
化
の
問
題
も

あ
り
、
必
要
性
の
高
い
新

規
事
業
の
着
手
が
遅
れ
る

た
め
、「
個
別
審
査
方
式
」

に
転
換
す
る
自
治
体
も
あ

る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

シ
ー
リ
ン
グ

の
対
象
範
囲
は
、
重
点
化

を
図
る
も
の
と
し
て
政
策

推
進
枠
を
設
け
て
、
新
た

な
課
題
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
機
敏
に
対
応
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

年
度
予
算
で
は
、
ま

29
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
推
進
枠
、
中
核

課
題
推
進
枠
、
地
域
振
興

推
進
枠
、
行
財
政
改
革
推

進
枠
の
４
つ
の
政
策
推
進

枠
を
設
け
、
こ
れ
に
該
当

す
る
新
規
拡
充
事
業
は
シ

ー
リ
ン
グ
の
対
象
外
だ
。

さ
ら
に
投
資
的
事
業
や

人
件
費
、
扶
助
費
、
操
出

金
等
シ
ー
リ
ン
グ
に
な
じ

条
例
・規
則
で
地
域
分
権
政
策
宣
言
を



「
治
安
維
持
法
に
よ
る

犠
牲
者
救
済
に
関
す
る
請

願
」
は
、

日
の
総
務
常

20

任
委
員
会
（
佐
藤
博
幸
委

員
長
）
で
審
査
さ
れ
、
自

公
系
会
派
の
反
対
多
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
何
度
も
不
採

択
、
今
回
で
決
着
を

質
疑
で
加
藤
鉱
一
議
員

が
「
こ
の
請
願
を
紹
介
し

た
思
い
を
述
べ
て
ほ
し

い
」
と
求
め
、
紹
介
議
員

の
田
中
宏
議
員
が
「
国
際

的
に
人
道
に
対
す
る
罪
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
中

で
、
政
府
は
治
安
維
持
法

と
そ
の
執
行
を
適
法
だ
っ

た
か
ら
謝
罪
の
必
要
が
な

い
と
言
っ
て
お
り
、
請
願

者
の
強
い
思
い
が
あ
っ
て

こ
の
請
願
が
出
さ
れ
た
も

の
と
理
解
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

加
藤
太
一
議
員
は
、「
同

盟
の
こ
れ
ま
で
の
請
願
は

国
に
対
し
て
謝
罪
と
賠
償

を
求
め
る
特
別
立
法
を
作

れ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

今
回
は
犠
牲
者
に
対
す

る
救
済
を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
何
度
も
議
会

で
不
採
択
さ
れ
、
こ
の
問

題
を
も
う
繰
り
返
さ
な

い
、
今
回
で
決
着
を
つ
け

る
べ
き
だ
と
の
思
い
で
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
拷
問
に
よ

る
虐
殺
が

人
も
い
た
事

93

実
を
ど
う
見
る
か
。
当
時

の
法
律
で
も
拷
問
は
禁
止

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
許

し
て
い
い
の
か
と
い
う
問

題
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

他
に
質
問
は
１
件
の
み

で
、
五
十
嵐
一
彦
議
員
は

「
裁
判
の
状
況
は
ど
う
だ

っ
た
か
」
と
質
問
。

加
藤
太
一
議
員
は
「
治

安
維
持
法
の
裁
判
は
１
件

し
か
な
く
、
横
浜
裁
判
と

呼
ば
れ
、
免
訴
判
決
で
、

訴
え
そ
の
も
の
が
退
け
ら

れ
た
不
当
判
決
だ
っ
た
」

と
述
べ
ま
し
た
。

市
民
に
も
犠
牲
者
、
救

済
求
め
採
択
す
べ
き

討
論
で
は
五
十
風
一
彦

議
員
は
、
「
治
安
維
持
法

の
犠
牲
者
の
事
実
確
認
は

容
易
で
な
い
。
他
の
戦
争

被
害
者
と
の
整
合
性
、
法

律
論
に
よ
る
妥
当
性
な
ど

検
証
す
べ
き
内
容
が
広
範

囲
で
、
地
方
議
会
で
は
手

に
余
る
も
の
だ
。

こ
の
請
願
は
国
に
対
し

て
提
出
す
べ
き
で
あ
り
、

地
方
議
会
が
審
査
す
べ
き

で
な
い
」
と
反
対
討
論
を

述
べ
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
、「
現

実
に
４
０
４
市
町
村
議

会
、
県
内

市
町
村
議
会

16

で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

鶴
岡
市
民
に
も
犠
牲
者

や
家
族
が
お
り
、
議
会
が

救
済
を
求
め
て
請
願
を
採

択
す
べ
き
だ
。

正
義
は
実
現
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
不

採
択
に
な
っ
て
も
何
度
も

提
出
さ
れ
る
。
私
た
ち
の

手
で
決
着
を
つ
け
る
べ
き

だ
」
と
賛
成
討
論
を
述
べ

ま
し
た
。

採
決
で
は
、
賛
成
が
共

産
党
と
市
民
ク
ラ
ブ
の
２

人
、
反
対
が
新
政
ク
ラ
ブ

と
政
友
公
明
ク
ラ
ブ
の
４

人
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
（
無
会
派
議
員
１
人

が
欠
席
）

委
員
会
審
査
は
質
問
が

２
件
の
み
と
不
十
分
で
、

討
論
の
反
対
理
由
も
「
地

方
議
会
に
な
じ
ま
な
い
」

と
い
う
論
破
ず
み
の
も
の

を
繰
り
返
す
、
初
歩
的
な

段
階
に
逆
戻
り
し
た
も
の

で
し
た
。

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

ケ
ア
（
医
療
、

介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
）

の
体
制
整
備
が
な
け
れ
ば
不
可
能
。

④
家
族
農
業
、
小
規
模
農
業
を
位
置
づ

け
支
援
の
強
化
を
図
り
、
親
元
就
農
へ

の
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

⑤
庄
内
へ
の
中
高
一
貫
校
の
設
置
は
、

中
学
受
験
競
争
の
弊
害
が
も
た
ら
さ
な

い
形
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
。

⑥
田
川
地
区
の
２
校
（
鶴
南
通
信
制
、

鶴
工
定
時
制
）
も
含
め
定
時
制
通
信
制

高
校
の
充
実
を
速
や
か
に
図
る
べ
き
。

⑦
学
校
給
食
無
償
化
・
軽
減
な
ど
に
取

り
組
む
市
町
村
へ
の
支
援
を
図
る
べ

き
。

（
県
議

関

徹
）

日
（
月
）
一
昨
年
６
月
以
来
、
２

26
度
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
取

り
敢
え
ず
項
目
を
ご
報
告
し
ま
す
。

①
憲
法
九
条
に
つ
い
て
、
憲
法
改
正
の

動
き
に
つ
い
て
の
知
事
の
考
え
は
。

②
県
と
し
て
の
地
域
公
共
交
通
の
計
画

策
定
や
条
例
制
定
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。
市
町
村
の
財
政

負
担
の
軽
減
や
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
地
域
医
療
構
想
で
「
適
正
病
床
数
」

（
２
０
２
５
年
ま
で
２
割
・
２
４
４
９

床
削
減
）
が
出
さ
れ
た
が
、
必
要
な
病

床
は
必
ず
確
保
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示

す
べ
き
。
地
域
医
療
構
想
は
地
域
包
括
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内）（入札12業者うち1業者辞退）
基礎地盤コンサルタンツ(株) 4,250,000円（4,783,000円）

期間～9/25（落札率88.86％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
6月22日入札分

・市立大山小学校体育館大規模改修設計及び耐力度調査
業務委託
保留

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月21日入札分

・市公共下水道事業 雨水日枝第3-2号幹線新設工事（海
老島地内）（入札13業者うち5業者辞退）
笠原建設工業(株) 80,500,000円（81,517,000円)

工期～30/3/2（落札率98.75％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月21日入札分

・湯温海地内径200粍水道管路耐震化工事（湯温海地内）
保留

・三和町地内他径200粍配水管路耐震化工事（三和町地内
他）
保留

6月20日入札分
・平田山配水池水位計更新工事（平田山地内）（随意契約
・見積合わせ1業者）
山形富士電機(株) 1,750,000円（2,089,000円）

工期～10/16（落札率83.77％）

三
川
町
６
月
定
例
議
会

に
、
日
本
国
民
救
援
会
鶴

岡
支
部
・
治
安
維
持
法
犠

牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

鶴
岡
田
川
支
部
の
「
共
謀

罪
」
（
テ
ロ
等
準
備
罪
）

法
案
に
関
す
る
請
願
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
晃
議
員
、
芳
賀
修

一
議
員
の
紹
介
で
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
で
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

請
願
団
体
を
代
表
し
て

五
十
嵐
良
夫
、
戸
村
昌
也
、

大
竹
周
次
各
氏
か
ら
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
質
疑
に

移
り
ま
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
の
加
盟
の

意
義
、
一
般
市
民
は
対
象

と
な
る
の
か
、
テ
ロ
は
本

当
に
防
げ
る
の
か
等
、
約

１
時
間
に
亘
っ
て
よ
ど
み

な
い
質
疑
が
繰
り
出
さ
れ

採
決
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
で
あ
る
小
林
茂
吉

議
長
が
会
議
と
重
な
り
欠

席
で
、
６
人
で
の
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

紹
介
議
員
・
欠
席
議
員

は
採
決
に
入
れ
な
い
と
す

る
会
議
規
則
が
あ
り
、
議

長
の
共
謀
罪
反
対
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
賛
成
１
、
継

続
３
で
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。


